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パテン語ベトナム変種の頭子音体系に関する試論
―硬口蓋性唇音と slack voiceに着目して―

【慫慂論文】

山　岡　　　翔
筑波大学

【要旨】Hmongicの言語のひとつであるパテン語は，この語派のほかの言語と
同様に複雑な頭子音体系をもつが，この言語の頭子音に関する音声データは管
見の限り公表されていない。本稿ではフィールドで収集した音声データに沿っ
て，主につぎの 2つの系列に着目しながら，パテン語の頭子音体系についての
記述を試みる。ひとつは /pʲ/ などの硬口蓋性唇音である。硬口蓋性唇音は先行
研究において [pj] のような音声表記で記述されてきたが，筆者の音響・調音デー
タによると [p͡ṯʲ] のような labialと coronalの二重調音で実現する。この主張が
妥当ならば，当該の音は通言語的に珍しい組み合わせの二重調音ということに
なる。もうひとつは slack voiceである。パテン語では無声無気閉鎖音や有声音
全般に slack―modalの系列の区別がみられる。それらのうち slackの系列につ
いて，Niederer（1997）は聴覚印象に基づいて声調のbreathiness [3̤3̤] (vs. modal [33]) 
と記述するが，筆者の音響・調音データによると頭子音の開放動作に紐づけら
れた slackness [Cʱ] であることが示唆される *。
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1. はじめに
パテン語（Glottolog: pahn1237）とは，中国・ベトナムにまたがって分布する少
数言語であり，Hmong-MienのうちのHmongicに属する。概してHmongicの言語
は頭子音が複雑で韻が単純な体系をなす傾向がある一方，Mienicの言語はその逆
の傾向をとるといわれている（cf. Ratliff 2010: 10–11）。本稿の対象であるベトナム
に分布するパテン語（以下，単にパテン語と呼ぶ）もこの傾向にそっており，頭子
音は調音方法・調音位置・発声等により多くの系列が区別されるのに対し，韻のほ
うは末子音が磨滅しているためかなり単純化している。表 1–3に筆者が考える暫定
的なパテン語の頭子音・母音・声調の目録を示す。なお，パテン語は常に CV/Tの
音節構造をとる。

* 本研究は JSPS科研費 22KJ2104の助成を受けています。ベトナムでの調査の手配をしてくだ
さったThái Nguyên師範大学の先生方，および長時間の調査・実験に我慢強く付き合ってくだ
さったパテン語のコンサルタントに感謝いたします。また，非常に有益なコメントをたくさ
んくださった匿名の査読者にも感謝いたします。
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表 1　暫定的なパテン語の頭子音体系
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表 2　暫定的なパテン語の母音体系

口母音 鼻母音
前舌 中舌 後舌 前舌 中舌 後舌

高母音 /i/ [i] /ɯ/ [ɯ] /u/ [u] /ĩ/ [ĩ]~[ĭɲ] /ũ/ [ũ]~[ŭɴʷ]
中段母音 /e/ [e] /ɤ/ [ɤ] /o/ [o]
低母音 /ɛ/ [ɛ] /a/ [a] /ɔ/ [ɔ] /ɛ̃/ [ɛ̃] /ã/ [ã] /ɔ̃/ [ɔ̃]
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表 3　暫定的なパテン語の声調体系 1
/1/ [4ʔ] (< *A1, D1) /3/ [2ʔ]~[5ʔ] (< *B1) /5/ [44] (< *C1)
/2/ [33]~[53] (< *A1, A2) /4/ [21]~[5h] (< *B2, D2) /6/ [24] (< *C2)

とくに頭子音に関して非常に複雑な体系を成しているにも関わらず，パテン語の
音声音韻について音声データをもとに検討した研究は非常に少ない。Edmondson et 
al.（2001）, Nguyen & Yamaoka（2023）は声調の音響データを提示しているが，頭
子音や母音に関しては管見の限り音声データが一切公表されていない。本稿の狙い
は，筆者が 2023年 8月に行ったフィールド調査で収集した音声データをもちいて，
複雑な体系をなすパテン語の頭子音について記述することにある。
頭子音のなかでも，本稿はつぎの 2つの系列に着目する。ひとつは，硬口蓋性

唇音である。上掲の表 1のように，パテン語の頭子音の調音位置は唇音・舌頂音・
舌背音・喉頭音に分けられ，それぞれ直音 /C/ ― 硬口蓋性 /Cʲ/ ないし直音 /C/ ― 
唇音性 /Cʷ/ という諸系列の対立をもつ 2。それらの音のうち硬口蓋性をもつ唇音，
たとえば表 1における音素 /pʲ/ は，先行研究において子音連続 /pj/ [pj] と記述さ
れている（Niederer 1997; Edmondson et al. 2001; Nguyễn Minh Đức 1972; Nguyễn Thu 
Quỳnh 2008）。しかし，筆者の観察によれば，表 1における音素 /pʲ/ は口唇と歯茎
硬口蓋に強い狭窄を併せもつ二重閉鎖音 [p͡t̠ʲ]，あるいは口唇と歯茎硬口蓋の二重閉
鎖音の出わたりに歯茎硬口蓋の摩擦を伴う [p͡t̠ʲɕ̆] で実現するようである 3。しかし，
管見の限りこのような当該の音の特殊性を指摘した先行研究は存在しない。
そしてもうひとつは slack voiceである。上掲の表 1のように，パテン語の無声
無気閉鎖音およびその他の有声子音は発声に沿ってさらに 2つの系列（modal―

1 スラッシュ / / 内の数字は声調音素に割り振った番号を指し，各括弧 [ ] 内の記号は声調が
音声的に実現した際の調値を表す。数字はピッチターゲットを 5段階で表したもの（1: extra-
low ~ 5: extra-high; Chao Yuen Ren 1930）であり，[ʔ] は喉頭化の発声特徴を指す。なお，括弧  
( ) 内の英数字は Tonogenesis（Haudricourt 1954）における歴史的な声調区分を表す。また，声
調 /2/, /3/, /4/ については以下のような条件異音がある。ただし，声調 /4/ の異音中の [h] は息
もれ化しながら声帯振動が停止するような発声特徴を示す。

Tone /2/  → [53] / {Tone 5 or Tone 6}._
    → [33] / elsewhere
Tone /3/  → [5ʔ] / {Tone 5 or Tone 6}._
    → [2ʔ] / elsewhere
Tone /4/  → [5h] / {Tone 5 or Tone 6}._
    → [21] / elsewhere

2 本稿における硬口蓋性音および唇性音とは，対応する直音の調音位置に加えて（歯茎）
硬口蓋ないし両唇に狭窄が加わった音のことを指す。便宜上，硬口蓋性音は /Cʲ/，唇性音は  
/Cʷ/ のように二次的調音の補助記号をもちいて音素表記するが，音声的に /Cʲ/ はもっぱら二
重調音で実現し，/Cʷ/ は二重調音と二次的調音の間で変異する。詳しくは 2節の音声データ，
および 3節の議論を参照されたい。
3 歯茎音の記号に付された後方化と硬口蓋化の補助記号 [◌̠ʲ] は歯茎硬口蓋の調音位置である
ことを表す。すなわち，[ẕʲ] は [ʑ] と同じ音を指す。
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slack）が区別される。このような区別そのものは Niederer（1997）ですでに指摘さ
れているが，聴覚印象によって記述されているのみであり，音声データに基づいた
詳細な検討はなされていない。また，当該の区別は音韻的位置づけについても議論
の余地があり，筆者のように頭子音の区別（modal [C]―slack [Cʱ] 4）と考える可能
性もあれば，Niederer（1997）のように声調の区別（modal [33]―breathy [3̤3̤]）とみ
る可能性もある。
本稿の構成はつぎのようである。まず，2節では硬口蓋性唇音の音声実現につい
て音響・調音データをもとに観察し，3節ではその結果をもとに硬口蓋性唇音につ
いて議論する。そして 4節では slack voiceについて音響・調音データをもとに観察し，
5節ではその結果をもとに slack voiceについて議論する。最後に 6節で結論や今後
の課題を述べる。

2. 硬口蓋性唇音の音声的記述
ここではまず，一連の硬口蓋性唇音について音響・調音データをもとに観察する。
まず，2.1–2.3節では音響データを提示し，2.4節では調音データを提示する。

2.1. 摩擦の出わたりを伴う異音
硬口蓋性唇音の音声実現の特徴的な点としてまず挙げられるのは，閉鎖音系列の
開放時に摩擦性を伴いうることである。図 1に硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ が摩擦
の出わたりを伴って実現した場合の波形とスペクトログラムの例を示す 5。
これらの例はすべて閉鎖開放直後に sibilant [ɕ], [ʑ] によく似た摩擦成分がみられ
る。なお，硬口蓋性舌頂音 /tʲ/, /tʲʰ/, /ⁿdʲ/ はつねに歯茎硬口蓋破擦音 [t͡ɕ], [t͡ɕʰ], [ⁿd͡ʑ] 
として実現するが，図 1のスペクトログラムにみられる硬口蓋性唇音の摩擦成分は
硬口蓋性舌頂音のそれに非常に似ている。図 2に硬口蓋性舌頂音 /tʲ/, /tʲʰ/, /ⁿdʲ/ の波
形とスペクトログラムの例を示す。
以上の観察から，図1に示した硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ の異音はそれぞれ [p͡t̠ʲɕ̆], 

4 なお，本稿では slackness（弛緩声帯性）を [pʱ] のように有声有気音の記号を使って表記
するが，これはあくまで表記上の便宜であって，ヒンディー語（4.2節の図 24を参照）など
にみられる有声有気音（の声門開大性）とは異なることに注意されたい。なお，呉語（4.1節
の図 17を参照）のように slack voiceの系列が無声無気音にしかない言語であれば，slack系列
を [b̥] のように表記することもあるが，パテン語の場合 slack系列が有声音・無声音ともに存
在するため，このような表記を採用することはできない。
5 本稿で使用する音響データは 2023年 8月にベトナムの大学構内にて収録されたものであ
る。コンサルタントはパテン語母語話者 1名（20代女性）である。無響室を手配することは
できなかったが，できるだけ背景雑音のない静かな部屋で収録を行った。ただし，石造りの
部屋であるため，残響が残りやすい環境である点には注意が必要である。収録機材はリニア
PCMレコーダー（Zoom H5）と超指向性コンデンサーマイク（Sennheiser MKH 8060）であ
る。収録音声は 44.1 kHzで標本化，16 bitで量子化したWAVファイルとして保存した。なお，
本稿のデータの音響分析はすべてPraatのバージョン6.4.07（Boersma & Weenink 2024）にて行っ
た。
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[p͡t̠ʲɕ̆ʰ], [ᵐb͡d̠ʲʑ̆] のような摩擦の出わたりを伴う閉鎖音であると考えられる 6。なお，こ
れらの異音の閉鎖部の狭窄位置が両唇と歯茎硬口蓋であることはここまでのデータ
からは明らかでないが，この点については後の 2.4節で改めて確認する。

6 硬口蓋性唇音の摩擦性を伴う異音 [p͡t̠ʲɕ̆], [p͡t̠ʲɕ̆ʰ], [ᵐb͡d̠ʲʑ̆] は閉鎖音と摩擦音がこの順序で隣接
する点で破擦音に似ている。しかし，破擦音は通常「閉鎖音の直後にそれと同じ調音位置の
摩擦音が続き，両者が一体となって発音されるもの（亀井ほか 1996: 1065）」とされる。パテ
ン語の各異音 [p͡t̠ʲɕ̆], [p͡t̠ʲɕ̆ʰ], [ᵐb͡d̠ʲʑ̆] ではその摩擦区間においてすでに両唇の狭窄が開放されてい
ると考えられるため，閉鎖部と摩擦部とで調音位置は異なるはずである。そのため，各異音 
[p͡t̠ʲɕ̆], [p͡t̠ʲɕ̆ʰ], [ᵐb͡d̠ʲʑ̆] は破擦音ではなく「両唇と歯茎硬口蓋の二重閉鎖音に歯茎硬口蓋摩擦の出
わたりをともなったもの」などと捉える必要がある。なお，当該の異音は「両唇閉鎖音に摩
擦音と同程度の歯茎硬口蓋位置の副次的狭窄を加えたもの」である可能性もあるが，本稿の
データからはどちらであるか明確でないこと，そして IPAに摩擦と同程度の副次的狭窄を表
現する適切な記号がないことから，本稿ではひとまず二重閉鎖音に摩擦の出わたりを伴った
ものと解釈することにする。以上の点は，匿名の査読者からのコメントを大いに参照している。
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図 1　パテン語の硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ の摩擦の出わたりを伴う音声実現
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2a. /tʲɤ 3/ [t ɤɕ͡  2ʔ] “alcohol” 2b. /tʲʰɤ 3/ [t ɤʰɕ͡  2ʔ] “blood” 2c. /ⁿdʲɤ 2/ [ⁿd ɤʑ͡  33] “to strike”

図 2　パテン語の硬口蓋性舌頂音 /tʲ/, /tʲʰ/, /ⁿdʲ/ の音声実現

1a. /pʲɤ 3/ [p ͡t̠ʲɕ̆ɤ 2ʔ] “house”             1b. /pʲʰo 2/ [p͡t̠ʲɕ̆ʰo 33] “to blow”              1c. /ᵐbʲo 2/ [ᵐb͡d̠ʲʑ̆o 33] “green”

2a. /tʲɤ 3/ [t ͡ɕɤ 2ʔ] “alcohol”                   2b. /tʲʰɤ 3/ [t͡ɕʰɤ 2ʔ] “blood”                2c. /ⁿdʲɤ 2/ [ⁿd͡ʑɤ 33] “to strike”
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2.2. 摩擦の出わたりを伴わない異音
硬口蓋性舌頂音 /tʲ/, /tʲʰ/, /ⁿdʲ/ は常に摩擦性を伴って実現するのに対して，硬口蓋

性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ は摩擦性を伴わず完全な（二重）閉鎖音として実現する場合
もある。図 3a–c.に硬口蓋性唇音が閉鎖音として実現した場合の波形とスペクトロ
グラムの例を示す。なお，スペクトログラム上の白点はフォルマントを示す。
なお，仮に硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ が閉鎖音として実現した場合も，対応す
る直音 /p/, /pʰ/, /ᵐb/ とは頭子音から母音にかけてのフォルマント遷移の違いにより
明瞭に区別される。図 3d–f.に参考として 3a–c.に対応する直音をもつ音節の例も
併せて示している。図 3d–f.の /p/, /pʰ/, /ᵐb/ は頭子音の唇音性により子音開放直後
の F2が下降しているが，図 3a–c.の /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ はむしろ強い硬口蓋性により子
音開放直後から F2が高い値をとっていることがわかる。以上の観察から，図 3a–
c.に示した硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ はそれぞれ [p͡ṯʲ], [p͡ṯʲʰ], [ᵐb͡ḏʲ] のような両唇と
歯茎硬口蓋に強い狭窄をもった閉鎖音の異音であると考えられる。
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3a. /pʲɛ 1/ [p͡t ɛʲ̠  4ʔ] “sambar” 3b. /pʲʰe 3/ [p ͡t ʰʲ̠ e 2ʔ] “ring finger” 3c. /ᵐbʲo 2/ [ᵐb͡d̠ʲo 33] “pale”

3d. /pɛ 3/ [pɛ 2ʔ] “vagina” 3e. /pʰe 5/ [pʰe 44] “to spread” 3f. /ᵐbo 5/ [ᵐbo 44] “name”

図 3　パテン語の硬口蓋性唇音 /pʲ/, /pʲʰ/, /ᵐbʲ/ の閉鎖音での実現（a–c.）と
直音 /p/, /pʰ/, /ᵐb/ の実現（d–f.）

3a. /pʲɛ 1/ [p ͡t̠ʲɛ 4ʔ] “sambar”              3b. /pʲʰe 3/ [p͡t̠ʲʰe 2ʔ] “ring finger”             3c. /ᵐbʲo 2/ [ᵐb͡d̠ʲo 33] “pale”

3d. /pɛ 3/ [pɛ 2ʔ] “vagina”                 3e. /pʰe 5/ [pʰe 44] “to spread”                3f. /ᵐbo 5/ [ᵐbo 44] “name”

硬口蓋性唇音がこのような摩擦性の有無に関する変異を起こす要因については，
硬口蓋位置における閉鎖狭窄の不安定さが関係しているのかもしれない。たとえば，
ベトナム語の南部方言の硬口蓋音 /c/（正書法の ch-）は閉鎖音として実現する場合
もあれば破擦音として実現する場合もある。図 4にベトナム語南部方言の硬口蓋音 
/c/ の波形とスペクトログラムの例を示す。
もし，硬口蓋位置での閉鎖狭窄は一般的に不安定である，すなわち硬口蓋位置で
の閉鎖音は摩擦性を伴いやすいといえるのであれば，パテン語の硬口蓋性唇音にみ
られる摩擦的出わたりの有無に関する変異もそのような不安定さによるものである
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と説明することができる。
なお，鼻音や摩擦音の硬口蓋性唇音も両唇と歯茎硬口蓋に強い狭窄をもった異音
で実現していると考えられる。図 5に有声鼻音 /mʲ/, /m/，図 6に有声摩擦音 /vʲ/, /v/ 
の波形とスペクトログラムの例をそれぞれ示す。
硬口蓋系列と直音系列とで子音から母音にかけてのフォルマント遷移が違ってい
るほか，子音狭窄区間のフォルマント構造や摩擦帯域が異なっていることが観察で
きる。これは硬口蓋系列と直音系列とで子音調音時の口腔形状が異なることを示唆
する。後続母音へ向かう F2の遷移から，/mʲ/, /vʲ/ は子音調音時からすでに強い（歯
茎）硬口蓋位置の狭窄をもっていることがうかがえる。すなわち，これらの音はそ
れぞれ [m͡ṉʲ], [v͡ẕʲ] のような異音で実現していると考えられる。
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4a. /ca/ [ca] “father” 4b. /ca/ [c͡ça] “father”

図 4　ベトナム語南部方言の硬口蓋音 /c/ の閉鎖音・破擦音での実現

5a. /mʲɛ 1/ [m͡n̠ʲɛ 4ʔ] “scar” 5b. /mɛ 1/ [mɛ 4ʔ] “mother”

4a. /ca/ [ca] “father” 4b. /ca/ [c͡ça] “father”
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5a. /mʲɛ 1/ [m ͡n ɛʲ̠  4ʔ] “scar” 5b. /mɛ 1/ [mɛ 4ʔ] “mother”

図 5　パテン語の有声鼻音 /mʲ/, /m/ の音声実現

5a. /mʲɛ 1/ [mn̠͡ʲɛ 4ʔ] “scar” 5b. /mɛ 1/ [mɛ 4ʔ] “mother”
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2.3. 硬口蓋性唇音の単音性
一連の硬口蓋性唇音の持続時間の特性は /pj/ のような子音連続ではなく /pʲ/ のよ
うな単音としての解釈に適合する。図 7に /ʔa 2 . tʲu 5 . pʲi 3 . ta 2 . to 2/ という 5音
節からなる句の音声データを示す 7。

2つめの頭子音 /tʲ/ [t͡ɕ]，3つ目の頭子音 /pʲ/ [p͡ṯʲɕ̆]，5つめの頭子音 /t/ [t] は若干
の差はあれど単音と子音連続ほどの違いはみられない（cf. Ladefoged & Maddieson 

7 ただし，3音節目 /pʲi 3/ の母音末尾と 4音節目 /ta 2/ の頭子音初頭の境界は，声調 /3/ [5ʔ] 
のもつ喉頭化によりマスキングされているのでアノテーションしていない。なお，このトー
クンの /pʲi 3/ における声調 /3/ は注 1に示した規則を経て高音調の異音で実現している。

Time (s)
0 0.5

-0.3151

0.183

0

Time (s)
0 0.5

0

104

Fr
eq

ue
nc

y 
(H

z)

Time (s)
0 0.5

-0.1713

0.1264

0

Time (s)
0 0.5

0

104

Fr
eq

ue
nc

y 
(H

z)

6a. /vʲɛ 1/ [v ͡z ɛʲ̠  4ʔ] “to chew” 6b. /vɛ 3/ [vɛ 2ʔ] “buffalo”

図 6　パテン語の有声摩擦音 /vʲ/, /v/ の音声実現
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/ʔa 2 . tʲu 5 . pʲi 3 . ta 2 . to 2/ [ʔa 33 . t ͡ɕu 44 . p ͡t ɕ̆ʲ̠ i 5ʔ . ta 33 . to 33] “head of a wild boar”

図 7　パテン語の句 /ʔa 2 . tʲu 5 . pʲi 3 . ta 2 . to 2/ の音声実現

6b. /vɛ 3/ [vɛ 2ʔ] “buffalo”6a. /vʲɛ 1/ [v͡z̠ʲɛ 4ʔ] “to chew”

/ʔa 2 . tʲu 5 . pʲi 3 . ta 2 . to 2/ [ʔa 33 . t ͡ɕu 44 . p͡t̠ʲɕ̆i 5ʔ . ta 33 . to 33] “head of a wild boar”

[ʔ      a 33          t ͡ɕ        u 44        p ͡t̠ʲɕ̆             i 5ʔ . t            a 33         t              o 33 ]
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1996: 334–336）。また，上掲の図 5に示した /mʲɛ 1/, /mɛ 1/，図 6に示した /vʲɛ 1/, /vɛ 
3/ などを比較しても，硬口蓋系列と直音系列とで子音・母音長は大局的に違いが
ないことがうかがえる。
以上の音響データによる観察をまとめると，一連の硬口蓋性唇音は唇音性と硬口
蓋性を併せ持つ単音という解釈が妥当であろう。

2.4. 硬口蓋性唇音の調音データ
ここでは，口唇や舌のより直接的な調音データを通して，上述のような音響デー
タを通した観察が妥当であることを示す。
まずビデオ撮像により口唇の調音を観察する 8。図 8に硬口蓋性唇音 /pʲɤ/ [p͡ṯʲɕ̆ɤ] 

の調音時の口唇撮像を示す。口唇の画像は 1フレームごとに並べており，フレーム
の間隔はおよそ 16.66 msである。
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図 8　パテン語の硬口蓋性唇音 /pʲɤ 3/ [p͡ṯʲɕ̆ɤ 2ʔ] “house” の調音時の口唇撮像

/pʲɤ/ の頭子音開放前には口唇が閉鎖されており，口唇を開放して母音へと移行
していることがわかる。一方，図 9は硬口蓋性舌頂音 /tʲɤ/ [t͡ɕɤ] の調音時の口唇撮
像を示しているが，こちらは頭子音の開放前後を通して口唇が一貫して開いている
ことがわかる。
図 8の /pʲ/，図 9の /tʲ/ はともに摩擦性を伴って実現するが，これらは口唇の狭
窄の有無においてはっきり異なっているといえる。
つづいて，超音波撮像により舌の正中矢状面の形状を観察する 9。図 10に各音節  

/pʲa/ [p͡ṯʲa], /tʲʰa/ [t͡ɕʰa], /pa/ [pa] の読み上げにおける頭子音開放直前フレームの正中

8 ここで示す口唇の撮像は，iPhone11のカメラにて撮影した 60 fpsのフレームレートかつ
1920× 1200 pxの画質のMOVファイルを，固定フレームレートの mp4に変換したものをも
とに取得・配列した。
9 超音波エコーの撮像には Telemedical社の超音波画像診断システムMicrUs EXT-1Hと超
音波プローブMC10-5R10S-3を使用した。話者の頭部とプローブの相対的位置の固定には，
市販の作業用ヘルメットのあご紐にプローブを取り付けられるように細工したものをもちい
た。舌の正中矢状面の撮像はおよそ 40 fpsのフレームレートの動画として保存した。
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矢状面舌形状トレースを示す。
黒実線で示した /pʲa/ [p͡ṯʲa] と灰実線で示した /tʲʰa/ [t͡ɕʰa] は舌先から前舌面にかけ

ての形状が非常に似ている。とくに，前舌面の位置に関して /tʲʰa/ [t͡ɕʰa] よりも /pʲa/ 
[p͡ṯʲa] のほうがやや口蓋寄りであることから，/pʲa/ [p͡ṯʲa] の硬口蓋側の狭窄は少なく
とも /tʲʰa/ [t͡ɕʰa] のそれより強いということになる。また，黒実線で示した /pʲa/ [p͡ṯʲa] 
と黒点線で示した /pa/ [pa] の比較により，唇音の硬口蓋性系列と直音系列とで舌
先から前舌面の挙上の有無について異なることがわかる。なお，図 10の /pʲa/ [p͡ṯʲa],  
/tʲʰa/ [t ͡ɕʰa] の子音開放前の舌形状は舌先の位置が類似しているようにみえる。[t͡ɕ] 
が歯茎硬口蓋音であることを考えると，[p͡ṯʲ] の舌の狭窄は硬口蓋だけでなく歯茎か
ら硬口蓋にかけての範囲にまたがると考えられる。
以上の調音データによる観察より，硬口蓋性唇音は子音狭窄時に口唇と歯茎硬口
蓋に強い狭窄を併せ持っていることがわかる。音響データによる観察を組み合わせ
ると，当該の音は labialと coronalの二重調音であるといえるだろう。

/pja/ [p͡t̠ja]

/tjha/ [t͡ ɕha]

/pa/ [pa]

舌先

舌体

図 10　/pʲa 3/ “plum”, /tʲʰa 2/ “to scratch”, /pa 2/ “tree” の頭子音開放直前フレームにおける正
中矢状面舌形状トレース

3. 硬口蓋性唇音についての考察
ここでは，2節の結果を踏まえ，硬口蓋性唇音に関して議論する。3.1節では硬
口蓋性唇音の類型的示唆について，3.2節では硬口蓋性系列の音韻的位置づけにつ
いて述べる。
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図 9　パテン語の硬口蓋性舌頂音 /tʲɤ 3/ [t͡ɕɤ 2ʔ] “alcohol” の調音時の口唇撮像
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3.1. 硬口蓋性唇音の類型的示唆
Ladefoged & Maddieson（1996: 343–346）では labialと dorsal (velar) の二重調音は
比較的一般的だが，labialのほかに dorsal (velar) 以外の狭窄をもっている例は希少
であるとし，そのような数少ない例としてパプア・ニューギニアの Yaletnye語を挙
げている。図 11に Ladefoged & Maddieson（1996: 344）の提示する Yeletnye語の単
独調音・二重調音の目録を引用する。

図 11　Yeletnye語の単独調音と二重調音（Ladefoged & Maddieson 1996: 344）

もしパテン語の硬口蓋性唇音が labialと coronalの二重調音であるなら，この音
は通言語的に希少な labial―dorsal以外の組み合わせの二重調音ということになる。

Yeletnye語の二重調音とパテン語の硬口蓋性唇音とでは，二重調音を構成する調
音動作の経時的順序に違いがあるようである。Yeletnye語の labialと coronalの二重
調音は，coronalの調音が labialの調音に若干先立っている（Ladefoged & Maddieson 
1996: 345–346）。一方，パテン語の硬口蓋性唇音は labialの調音が coronalの調音に
若干先立っていると考えられる。図 12に母音間の /mʲ/, /m/ の波形とスペクトログ
ラムを示す。

/mʲ/, /m/ とも直前の母音からのフォルマント遷移は共通しているが，直後の母音
へのフォルマント遷移をみると硬口蓋性の有無を反映して F2が大きく異なってい
ることがわかる。つまり，/mʲ/ は入りわたりが唇音的で出わたりは硬口蓋音的とい
うことになる。これは当該の音の labialの調音が coronalの調音に若干先立ってい
ることを示唆する。また，coronalの開放が labialより若干遅れる点は，2.1節でみ
た歯茎硬口蓋摩擦の出わたりをもつ異音の存在を考えても腑に落ちるだろう。
このような経時的順序の差は，当該の音が経てきた通時的な変遷と関係してい
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ると考えられる。Levinson（2022: 43）によれば Yeletnye語の labialと coronalの二
重調音は通時的に coronalの二次的唇音化からきていると考えられる（*tʷ > t ͡p）。一
方，パテン語の硬口蓋性唇音は通時的に *pr- などの唇音系列のクラスターに遡る（cf. 
Ratliff 2010: 5–51）。このような，通時的に発生した二重調音の場合，もともと主要
であった調音位置（*tʷにおける coronal，*pr- における labial）はもともと副次的であっ
た調音位置（*tʷにおける labial，*pr- における coronal）よりも先行するといえそう
である 10。
なお，硬口蓋性唇音ほど実現が一貫しないものの，/kʷ/ などの一連の唇音性軟口
蓋音も [k͡p] のような二重調音で実現する場合がある。図 13に /kʷ/ を含む音節を読
み上げた際の子音開放直前の口唇撮像を示す。図 13a.は完全に口唇が閉鎖したも
の，図 13b.は口唇が完全に閉鎖しきっていないものである。
筆者の観察では図 13a.のような二重調音は当該の音に円唇母音が後続した場合
にのみみられる。パテン語が硬口蓋性唇音のような通言語的にあまり見られない二

10 ベトナム語には labialと dorsalの二重調音の末子音を含んだ韻（正書法でいう -ung, -ông, 
-ongなど）が存在する。この二重調音の末子音は入りわたりの特徴から dorsalの調音が labial
の調音に先行すると考えられるが，この音は通時的に円唇母音＋軟口蓋音の韻に遡り，もと
もと軟口蓋末子音だったものに後舌円唇性が波及した結果二重調音となったものである。よっ
て，この事例も上述の一般化に沿っているといえるだろう。
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12a. /ʔa 2 . mʲɛ 3/ [ʔa 33 . m ͡n ɛʲ̠  4ʔ] “(classifier+) scar” 12b. /ʔa 2 . mɛ 3/ [ʔa 33 . mɛ 2ʔ] “(classifier+) source”

図 12　パテン語の母音間の /mʲ/, /m/ のフォルマント遷移の違い

12a. /ʔa 2 .  mʲɛ 3/ [ʔa 33 . m͡n̠ʲɛ 4ʔ] “(classifier+) scar” 12b. /ʔa 2 . mɛ 3/ [ʔa 33 . mɛ 2ʔ] “(classifier+) source”

13a. [k͡p] 13b. [kw] 

図 13　パテン語の /kw/ 開放直前フレームの口唇撮像
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重調音をもつのは，この言語が二次的な狭窄を強める傾向をもっていることと関係
しているのかもしれない。

3.2. 硬口蓋性系列の音韻的位置づけ
ここで，硬口蓋性系列全般の音韻体系上の位置づけについて言及しておきたい。
硬口蓋性唇音は音声的に二重調音であるといっても，音韻的には /pʲ/ のように唇音
に硬口蓋性が乗ったものと解釈したほうがよいだろう。上掲表 1のような体系を俯
瞰すると，直音―硬口蓋性，直音―唇音性という 2種類の対立はちょうど並行的な
関係にあるように思える。前者の対立は二重調音の有無，後者の対立は二次的調音
の有無としてしまうと，ふたつの対立項が不均衡となってしまい，体系性が崩れて
しまう。かといって，どちらも二次的調音としてしまうと，2節において観察した
硬口蓋性唇音あるいは硬口蓋性舌頂音の音声事実と食い違う。本稿において，「硬
口蓋化唇音」や「両唇（歯茎）硬口蓋音」のような呼び方をせずあえて「硬口蓋性
唇音」というややあいまいな呼び方をしたのは，ほぼ二重調音の有無として実現す
る直音―硬口蓋性の対立と，依然多くの場合二次的調音の有無として実現する直音
―唇音性の区別の両者を括るような呼び方を意図したためである。/pʲ/ などを「硬
口蓋性唇音」，/kʷ/ などを「唇音性軟口蓋音」とすれば，これらの系列は体系上で
並行的な位置を占めると解釈できることになる 11。
なお，硬口蓋性唇音の音声実現とは直接的に関わらないが，硬口蓋性喉頭音 /ʔʲ/, 

/hʲ/ については補足しておく必要があるだろう。これらは音声的に硬口蓋音 [ʔj]~[j], 
[ç] として実現するが，直音 /ʔ/, /h/ に対応する硬口蓋性系列と捉えている。図 14
に /ʔʲ/, /hʲ/ の波形とスペクトログラムの例を示す。
このような解釈をとる理由としては，もし [j], [ç] が直音音素 /j/, /ç/ などに属すと
考えると，/j/, /ç/ だけが硬口蓋の調音位置をとることになるほか，/ʔ/, /h/ だけ硬口
蓋性系列や唇音性系列をもたないこととなり，例外的な位置づけになってしまう
からである 12。なお，/ʔʲ/, /hʲ/ 調音時の超音波撮像から，これらの頭子音は硬口蓋性
系列 /pʲ/, /tʲ/ などと前舌面の形状が類似していることは確かである。図 15に /ʔʲa/,  
/hʲa/ の頭子音開放直前フレームの正中矢状面の舌形状を示す。

11 匿名の査読者から，/Cʲ/ と /Cʷ/ の音韻的ラベルに関する別の見解についてコメントいた
だいた。それは，これらの系列の音声実現全体を括るようなラベルを考えるのではなく，こ
れらの系列は音韻的にあくまで二次的調音であると考え，音声的に二重調音として実現する
場合があるのは 3.1節の終わりで述べた二次的な狭窄を強める傾向によるというものである。
Catford（1972）もちょうどこれと類似した分析を Abkhaz語に対して行っており，軽い両唇
の接触を伴う歯茎閉鎖音 [tᵖ]（原文ママ）で実現する子音 /tʷ/ を唇音化歯茎音と捉えている。
12 とはいえ，/j/, /ç/ を独立した子音と認定するような分析の可能性について，現状完全に
否定するに足る根拠があるとも言えない。この点については今後の課題としたい。
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4. Slack voiceの音声的記述
つづいて，slack voiceについて音響・調音データをもとに観察する。4.1節では

slack voiceに関する音響データを示し，4.2節では slack voiceに関する調音データを
示す。

4.1. Slack voiceの音響データ
筆者が頭子音の slacknessと分析する特徴は，音声的に頭子音開放後に現れるわ
ずかな breathinessとして実現する。まず，無声無気音系列の slacknessの有無に関
する最小対 /kʷɤ 2/, /kʷʱɤ 2/ のスペクトログラムを図 16に示す。
図 16a, b.間で，白い長方形で示したおよそ 3000 Hz以上の帯域の様相が異なっ

ている。16a.は当該の帯域においてフォルマントがはっきり現れているが，16b.は
呼気による摩擦成分が乗っておりフォルマントがはっきりしていない。
このようなスペクトログラムの特徴は呉語において slacknessをもつと分析され
る閉鎖音系列のふるまいと似ている。呉語では無声無気音が 2系列区別され，それ
らは modal voiceの [p] と slack voiceの [b̥] などと記述される。図 17に Ladefoged & 
Maddieson（1996: 65）の示す modal [p] と slack [b̥] のスペクトログラムを引用する。
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14a. /ʔ̡a 5/ [ʔja 44] “paralyzed” 14b. /hʲa 3/ [ça 2ʔ] “to fly”

図 14　パテン語の硬口蓋性喉頭音 /ʔʲ/, /hʲ/ の音声実現

/ʔja/ [ʔja]~[ja] 

/hja/ [ça] 

/pja/ [p͡t̠ja] 

/tjha/ [t͡ ɕha] 

/pa/ [pa] 

舌背

舌尖

図 15　/ʔʲa/, /hʲa/ の頭子音開放直前フレームにおける正中矢状面舌形状トレース

14a. /ʔʲa 5/ [ʔʲa 44] “paralyzed” 14b. /hʲa 3/ [ça 2ʔ] “to fly”
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16a. /kʷɤ 2/ [kʷɤ 33] “spirits”

16b. /kʷʱɤ 2/ [kʷʱɤ 33] “yellow”

図 16　パテン語の最小対 /kʷɤ 2/, /kʷʱɤ 2/ のスペクトログラム

図 17　呉語の modal [p] と slack [b̥] のスペクトログラム（Ladefoged & Maddieson 1996: 65）

16a. /kʷɤ 2/ [kʷɤ 33] “spirits”

16b. /kʷʱɤ 2/ [kʷʱɤ 33] “yellow”
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図 17の最小対にみられる違いは，高めのフォルマント成分が弱められる点にお
いて図 16の最小対のそれと類似している。すなわち，後続母音がわずかに息もれ
化しているかどうかの違いであるといえる。
呉語の slack voiceの系列は無声無気音のみであるが，パテン語の slack voiceの系

列は有声音のものも存在する。図 18に有声前鼻音，図 19に有声鼻音のデータをそ
れぞれ示す。
図 16に示した例では後続母音に継続的に breathinessがかかっているように

見えるが，図 18, 19に示した例では白い四角で示した後続母音の主に初頭部に
breathinessがかかっていることがわかる。

Slackの系列において breathinessが後続母音の初頭部にかかっていることは，ス
ペクトル傾斜（H1－ H2, H1－ A1）の経時的な変化をみればさらにはっきりす
る 13。図 20に各最小対 /kʷɤ 2/―/kʷʱɤ 2/, /ᵐba 2/―/ᵐbʱa 2/, /nɔ̃ 2/―/nʱɔ̃ 2/ の母音部の
スペクトル傾斜を示す。これは，各音節を 3回ずつ読み上げた音声に含まれるすべ
ての母音に対して，フォルマント持続区間を 5等分し，それぞれの区間のスペクト
ル傾斜を計測したものである。横軸の measure pointsはそれらのうちのどの区間で

13 スペクトル傾斜（spectral tilt: Stevens & Hanson 1995）とはパワースペクトル上で複数の
ピークのなす傾きを表し，この傾きの大きさは声質と相関することが知られている。本稿で
はスペクトル傾斜のうち，第 1倍音と第 2倍音の強度の差（H1–H2），および第 1倍音と第 1
フォルマントの強度の差（H1–A1）を計測した。
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18a. /ᵐba 2/ [ᵐba 33] “table”

18b. /ᵐbʱa 2/ [ᵐbʱa 33] “sour”

図 18　パテン語の最小対 /ᵐba 2/, /ᵐbʱa 2/ のスペクトログラム

18a. /ᵐba 2/ [ᵐba 33] “table”

18b. /ᵐbʱa 2/ [ᵐbʱa 33] “sour”
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あるかを示している。なお，スペクトル傾斜が大きいほど母音の breathinessが高い
ことを意味する。

H1–H2, H1–A1とも，母音初頭部において slack系列（黒線）と modal系列（灰線）
の差が大きくなっており，母音末尾に向かうにつれてその差が小さくなっていく傾
向がある。これは，slack系列の子音の breathinessは時間的にもっぱら子音の開放
直後に実現することを示唆する。

4.2. Slack voiceの調音データ
音響データから示唆されたような slack voiceの特徴は，調音データからも支持さ
れる。ここでは Electroglottographyの声門波形から計算される声門開放率（Open 
Quotient）の経時的遷移を観察する 14。図 21に無声無気音の最小 3語対 /kʷɤ 2/,  
/kʷʱɤ 2/, /kʷʰɤ 2/ の声門開放率の経時的変化を示す。なお，声門開放率が高いほど

14 Electroglottography（EGG）とは，人体に無害な高周波電流が流れる電極を首元にあて
ることで，声帯振動を声帯同士の接触面積の変化のなす波形として記録することのできる機
器である。EGGをもちいると，声帯振動 1回 1回の周期のほか，1振動に占める声門閉小
フェーズと声門開放フェーズの割合を産出できる。声門開放率とは，その声門開放フェーズ
の割合のことであり，おおよそ声質を 0–1の値に変換したものと考えてよい。なお，本稿の
EGG波形は Laryngograph社の EGG A-100をもちいて 22050 Hzで標本化，16 bitで量子化
して記録した。また，声門開放率は James Kirby氏による Praatスクリプトの “praatdet”（Kirby 
2020）をもちいて計算した。
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19a. /nɔ 2/ [nɔ 33] “a unit of time”

19b. /nʱɔ 2/ [nʱɔ 33] “to eat”

図 19　パテン語の最小対 /nɔ̃ 2/, /nʱɔ̃ 2/ のスペクトログラム

19a. /nɔ̃ 2/ [nɔ̃ 33] “a unit of time”

19b. /nʱɔ̃ 2/ [nʱɔ̃ 33] “to eat”
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図 20　各最小対の母音のスペクトル傾斜（H1－H2, H1－A1）の比較
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breathyな声質であることを意味する。
slack系列の /kʷʱɤ 2/（黒実線）と modal系列の /kʷɤ 2/（灰実線）を比べると，子
音開放直後は slack系列のほうがmodal系列よりも高い声門開放率をとっているが，
母音末尾ではその差がほとんどなくなることがわかる。
このような slack系列と modal系列の声門開放率の違いは有声鼻音の最小対 /nɔ̃ 

2/, /nʱɔ̃ 2/ についても確認できる。図 22にこの最小対の声門開放率の経時的変化を
示す。
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図 22　パテン語の最小対 /nɔ̃ 2/, /nʱɔ̃ 2/ の声門開放率の経時的変化

無声無気音の最小対と同様，子音開放直後に slack系列の /nʱɔ̃ 2/（黒線）は
modal系列の /nɔ̃ 2/（灰線）に比べて高い声門開放率をとっていることがわかる。
なお，図 22には子音区間の声門開放率も示しているが，子音区間においては slack
系列と modal系列の声門開放率がほとんどの場合重なり合っている。つまり，slack
系列のもつbreathinessは子音狭窄時ではなく子音開放時に要求されているといえる。

Slack voiceの発声特徴が子音開放時にマッピングされることは，有声鼻音の開放
前後の声門開放率の変化をさらに細かくみるとより明確になる。図 23に有声鼻音
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図 23　パテン語の有声鼻音の開放前後の声門開放率の変化
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をもつ slack系列 /nʲʱi 2/, /nʲʱi 4/, /nʲʱi 6/ と modal系列 /nʲi 1/, /nʲi 3/, /nʲi 5/ の声門開放
率の経時的変化を示す。
黒線で示した slack系列の曲線は子音狭窄時から子音開放時にかけて声門開放率
が上昇したあと，子音開放とともに下降する傾向がみえる。一方，灰線で示した
modal系列の曲線は子音狭窄時から子音開放時にかけて声門開放率が下降したあ
と，子音開放とともに若干上昇する傾向がみえる。このような声門開放率の変化の
傾向は，slack―modalという発声の区別に関する特徴が母音の初頭ではなく子音狭
窄の開放動作に紐づいていることを示唆する。パテン語の slack voiceは子音狭窄の
開放と同時に発露するという意味で帯気性と似た特性をもっているといえるだろう。
ただし，slack voiceは帯気性と似た特性をもつといっても，有声の帯気音とまっ

たく同一であるわけでもない。図 24に Ladefoged & Maddieson（1996: 59）に示さ
れているヒンディー語の有声無気音と有声有気音のスペクトログラムを引用する。
図 24右側の有声有気音はスペクトログラム上ではっきり視認できるほどの帯気
成分がみられる。また，[ɦ] とラベリングされている区間ではボイスバーが若干薄
くなっている部分も見受けられる。これらの特徴は，breathyの声質が要求する声
門の積極的な開大によるものと思われる。一方，パテン語の slack系列は 4.1節の
図 16, 18, 19でみたように，ヒンディー語のようなはっきりした帯気性はみられな
い。また，ボイスバーが弱められるような傾向も見受けられない。
このようなヒンディー語とパテン語の特性の違いをみるに，パテン語の slack系
列のもつ若干の breathinessはヒンディー語の有声帯気音のように声門の積極的な開

図 24　ヒンディー語の /b/, /bʱ/ のスペクトログラム（Ladefoged & Maddieson 1996: 59）
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大によるのではなく，声帯の張力が小さくなった結果生じていると考えられる。本
稿がパテン語の発声の区別を breathy―modalのような系列の違いではなく slack―
modalと捉えているのはこのような特性の違いを勘案してのことである。

5. Slack voiceに関する議論
ここでは，4節の結果を踏まえ，slack voiceに関して議論する。5.1節では slack 

voiceがパテン語の体系内で有標性をもつことを述べる。5.2節では slack voiceの音
韻的位置づけについて考察する。そして，5.3節では slack voiceの通時的起源につ
いて述べる。

5.1. Slack voiceの有標性
ここまで slack―modalという発声の区別について，とくに断りなしに slack系列
を有標，modal系列を無標と考えてきた。音声レベルの発声の差異それ自体は相対
的なものでしかないので，slackの系列は相対的に breathyな声質をもち，modalの
系列は相対的に creakyな声質をもつ。本稿では相対的に breathy寄りの系列を有標
とみなして slack―modalと捉えているが，逆に相対的に creaky寄りの系列を有標と
みなして modal―stiffと捉えることもできなくはない。
しかしこのような modal―stiffの捉え方は，当該の発声の対立をもたないベトナ
ム語の語彙をパテン語に借用した場合のふるまいから棄却される。たとえば，ベト
ナム語の無声無気音 /t/ や有声鼻音 /n/ はパテン語において相対的に breathy寄りの
系列（すなわち，本稿で slack voiceと呼ばれている系列 /tʱ/, /nʱ/）ではなく，相対
的に creaky寄りの系列（本稿で modal voiceと呼ばれている系列 /t/, /n/）として受
容される。借用語は一般的に無標な系列で受容されるのであれば，modal―stiffで
はなく slack―modalと捉えるのが妥当だろう。

5.2. Slack voiceは本当に頭子音の一部なのか：経済性の問題
筆者は一連の slack voiceの系列を頭子音の特徴の一部と分析するが，この分析が
非常に不経済であることは断っておかなければならない。Niederer（1997）は筆者
の分析と違い，これらを声調の一部と分析している。これらふたつの分析の違いは
表 4, 5のようにまとめられる。なお，表中で影をつけた音節は slack voiceの特徴を
もった音節を，ダッシュの記号は音素配列上存在し得ない音節をそれぞれ表す。

表 4　slack voiceの特徴を頭子音の一部とする分析

/1/ [4ʔ] /2/ [33] /3/ [2ʔ] /4/ [21] /5/ [44] /6/ [24]
/CV/ /CV 1/ /CV 2/ /CV 3/ ――― /CV 5/ ―――
/CʱV/ ――― /CʱV 2/ ――― /CʱV 4/ ――― /CʱV 6/
/CʰV/ /CʰV 1/ /CʰV 2/ /CʰV 3/ ――― /CʰV 5/ ―――
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表 5　slack voiceの特徴を声調の一部とする分析 15
/1/ [4ʔ] /2a/ [33] /2b/ [3̤3] /3/ [2ʔ] /4/ [2̤1] /5/ [44] /6/ [2̤4]

/CV/ /CV 1/ /CV 2a/ /CV 2b/ /CV 3/ /CV 4/ /CV 5/ /CV 6/

/CʰV/ /CʰV 1/ /CʰV 2a/ ――― /CʰV 3/ ――― /CʰV 5/ ―――

表 4のような slack voiceを頭子音の一部とする分析は，分節音と声調の共起制限
が多く空き間の多い体系となっている一方，表 5のような slack voiceを声調の一部
とする分析は，そのような空き間が少なくより経済的な体系となっている。このよ
うな分節音―声調の組み合わせの分布をみると，一見表 5の分析のほうが妥当なよ
うにみえる。
しかし，4節でみたように slack voiceの特徴は音声的に頭子音の開放動作に紐づ

いているようであった。このような調音特性を考えると，slack voiceは [CV 3̤3], [CV 
2̤1], [CV 2̤4] のように声調の特徴と捉えることはできず，[CʱV 33], [CʱV 21], [CʱV 
24] のように頭子音の特徴として捉えないといけないことになる。後者の音声表記
をもとに音韻分析を行うと，表 5のような分析はできず，表 4のような分析のほう
が妥当であるといえる 16。

5.3. Slack voiceの通時的起源
ここまでパテン語の slack voiceの共時的な面を述べてきたが，ここで通時的な面
について補足しておこう。slack―modalという発声の区別は通時的に声調の発生の
途中段階で生じたものと考えられる。Tonogenesis（Haudricourt 1954）によると，
*pa, *baのような祖語における頭子音の有声性の区別がなくなる代償として pá, pàの
ような声調の高低レジスターの違いが生じたとされるが，この過程には中間段階が
存在するはずである（Ratliff 2010: 192–193）。（1）に声調の高低レジスターの生じ
るおおよその過程を示す。

（1）  声調の高低レジスターの生じる過程
   pa (voiceless onset) > pa (modal voice) > pá (high tone)
   ba (voiced onset)  > pʱa (slack voice) > pà (low tone)

15 Niederer（1997）は表 6中の声調 /2b/, /4/, /6/ の調値をそれぞれ [3̤3̤], [2̤1̤], [2̤5̤] と記述して
いるが，4節に提示した筆者のデータからすると slack系列の breathyな声質は後続母音全体
に広がっているとは言い難い。そのため，ここでは [3̤3], [2̤1], [2̤4] という調値で表記している。
16 なお，パテン語と同系統のWhite Hmongは頭子音の breathiness [Cʱ] と母音（声調）
の breathiness [V̤42] を併せ持つ言語であるが，音響・調音データの検討によると前者の声質
は子音開放直後にのみ現れ，後者の声質は母音全体に現れるようである（Esposito & Khan 
2012）。パテン語にみられる slack系列の特徴も子音開放直後にのみ現れるという点でWhite 
Hmongの頭子音の breathinessと類似していると思われるが，この類似性は筆者の分析を支持
するものである。
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すなわち，パテン語の /pʱ/, /p/ のような系列の区別は，声調が高低レジスターに
完全に分岐するより前の段階の特徴が共時的に残存したものと考えられる。このよ
うな想定は 4節において slack voiceの特徴が頭子音の開放動作に紐づいていたこと
を考えても合点がいく。なお，上掲の表 4からもわかるように，slack voiceの系列
の頭子音は [33], [21], [24] の音調をもつ音節にしか分布しないが，これはこれらの
音調が祖語の有声音に遡る低レジスターの声調だからである。

6. おわりに
本稿ではパテン語ベトナム変種の頭子音体系について，とくに硬口蓋性唇音と

slack voiceの系列に着目し，音声データをもとにした記述を試みた。硬口蓋性唇音
は通言語的に珍しい組み合わせをもつ二重調音として音声的に実現する可能性が示
唆された。ただし，硬口蓋性唇音の単音性については持続時間のふるまいを目視し
た印象に依拠しているので，この言語の時間特性から本当に単音といえるのかに
ついては今後さらに検討する必要があるだろう。また，slack voiceは頭子音の開放
動作に紐づけられていることが示唆された。とはいえ，slack―modalに関して純粋
に対立するのは声調 /2/ をもつ音節のみであり，ほかの声調の現れは頭子音が slack
系列か modal系列かで予測可能なので，たとえば slack―modalの発声に関して相補
分布している音調 [2ʔ], [21] あるいは [44], [24] などをひとつの声調音素にまとめて
しまうこともできるが，この分析の可否については今後の課題としたい。また本稿
の主題からはずれるものの，硬口蓋性声門音 /ʔʲ/, /hʲ/ を独立した子音 /j/, /ç/ とみる
分析の可否や，本論では触れなかったものの slack系列の声門閉鎖音 /ʔʱ/ 等につい
ても今後さらなる考察が必要である 17。
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Abstract
A Preliminary Study on the Onset System of Vietnamese Pa Then: 

Focusing on the Palatal Series of Labials and Slack Voice

Sho Yamaoka
University of Tsukuba

Vietnamese Pa Then, one of the Hmongic languages, has a relatively complicated onset 
system, similar to other Hmongic languages. However, as far as I know, no previous research 
has provided phonetic data on Pa Then onset. Based on my field phonetic data, this paper 
aims to describe the onset system of Vietnamese Pa Then with a focus on the two series of 
onset. The first one is the palatal series of labials such as /pʲ/. Previous studies phonetically 
transcribed this series of onset simply as [pj]. However, my acoustic and articulatory data 
suggest that they are realized as the labial-palatal double articulations, such as [p ͡ṯʲ]. If this 
is the case, these sounds are the doubly articulated consonants with a cross-linguistically 
rare combination of place of articulation. The second one is slack voice. Vietnamese Pa 
Then exhibits a slack-modal contrast in voiceless unaspirated stops and voiced consonants. 
Niederer (1997) had described the slackness as the breathiness of tone [3̤3̤] (vs. modal [33]) 
based on auditory impression. However, my acoustic and articulatory data suggest that the 
slackness is instead associated with the onset release [Cʱ].


